
熊本日日新聞　夕刊【ことばの点滴８３】　2016（平成 28 年）12 月 14 日　掲載　

水野雄二副院長への取材記事が掲載されました

ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の
す
べ
て

文
と
写
真
・
辻
丸
純
一

２
０
１
６
年
に
生
誕
１
５
０
年
を
迎
え
た

英
国
作
家
ビ
ア
ト
リ
ク
ス
・
ポ
タ
ー
が
書
い

た
物
語
に
登
場
す
る
ウ
サ
ギ
の
男
の
子
「
ピ

ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
」
は
日
本
で
も
人
気
の
高

い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
。

本
書
は
シ
リ
ー
ズ
第
１
作
の
「
ピ
ー
タ
ー

ラ
ビ
ッ
ト
の
お
は
な
し
」
を
は
じ
め
原
作

話
の
窑
台
や
物
語
の
背
景
、
誕
生
秘
話
な
ど

を
、
ポ
タ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
や
ス
ケ
ッ
チ
、
家

族
写
真
な
ど
と
と
も
に
紹
介
す
る
。

自
然
保
護
に
尽
力
し
た
作
家
の
人
生
に
も

光
を
当
て
、
英
国
の
大
自
然
か
ら
生
ま
れ
た

物
語
の
世
界
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
一
冊

だ
。

（
小
学
館
・
１
７
２
８
円
）

▲ 田中政子さん ＝熊本市

▶

森
田
登
美
さ
ん

熊
本
市

「
ご
近
所
か
ら
の
頂
き
物
は
う
れ
し
く
て
、
お
店
の
物

よ
り
お
い
し
い
気
が
し
ま
す
」

主人がたくさんむいて

干しています まるで干し

柿のカーテンです

◀ ピーナスさん ＝宇土市

夏野菜のピーマンがまだまだ

元気です

▲ 松野悦世さん ＝熊本市

秋は駆け足で過ぎ去っていき 木々の葉が

きれいな色に染まっていきました

◇
絵
手
紙
の
投
稿
方
法

作
品
は
、
は
が
き

の
裏
面
に
カ
ラ
ー
で
。
表
に
、
①
郵
便
番
号
、

住
所
②
氏
名
③
ペ
ン
ネ
ー
ム
（
実
名
で
の
掲
載

を
希
望
し
な
い
場
合
）
④
年
齢
⑤
電
話
番
号
⑥

一
言
コ
メ
ン
ト
―
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
〒

８
６
０
―
８
５
０
６
、
熊
本
日
日
新
聞
社
文
化

生
活
部
「
絵
手
紙
コ
ー
ナ
ー
」
係
へ
。
作
品
は

返
却
し
ま
せ
ん
。

椎
名

一
紀 ②

イ
ラ
ス
ト
・
な
か
じ
ま
ま
り

約
１
０
０
年
前
の
森
鷗
外
の

小
説
「
藤
棚
」
に
も
登
場
す
る

「
嗜し

好こ
う

品
」
と
い
う
言
葉
。
嗜

好
品
と
聞
い
て
、
何
を
連
想
し

ま
す
か
？

広
辞
苑
に
は
「
栄

養
摂
取
を
目
的
と
せ
ず
、
香
味

や
刺
激
を
得
る
た
め
の
飲
食

物
」
な
ど
と
あ
り
、
一
般
的
に

は
酒
、
た
ば
こ
、
コ
ー
ヒ
ー
、

茶
、
菓
子
な
ど
を
指
し
ま
す
。

サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
連
想
し
た

人
も
い
る
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
、

味
や
成
分
が
あ
る
嗜
好
品
と
違

い
、
お
い
し
さ
は
期
待
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ

ネ
ラ
ル
な
ど
の
特
定
成
分
を
濃

縮
し
た
サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
、
過

剰
摂
取
な
ど
で
健
康
に
害
を
及

ぼ
す
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

で
は
、
嗜
好
品
は
健
康
と
ど

う
関
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
体

に
有
害
な
も
の
を
除
け
ば
、
手

軽
に
食
べ
や
す
く
、
食
べ
る
と

気
持
ち
が
落
ち
着
く
も
の
も
あ

り
ま
す
。
人
と
の
出
会
い
や
意

思
疎
通
を
円
滑
に
し
、
人
生
を

楽
し
く
豊
か
に
過
ご
す
の
に
役

立
つ
も
の
と
も
言
え
そ
う
で

す
。嗜

好
品
は
、
基
本
的
に
病
気

の
治
療
に
は
期
待
で
き
な
い
と

見
な
さ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し

欧
米
で
は
、
心
血
管
病
を
予
防

す
る
と
研
究
で
報
告
さ
れ
た
も

の
も
多
数
あ
る
の
で
す
。
そ
こ

で
「
嗜
好
品
を
食
事
に
取
り
入

れ
、
楽
し
み
な
が
ら
病
気
を
予

防
し
よ
う
」
と
、
私
た
ち
は
昨

年
「
嗜
好
品
外
来
」
な
る
日
本

初
の
外
来
を
埼
玉
県
の
総
合
病

院
に
開
設
し
ま
し
た
。

外
来
で
は
、
血
液
や
血
管
機

能
な
ど
の
検
査
を
基
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
患
者
さ
ん
に
最
適
な
嗜

好
品
を
考
え
、
食
習
慣
に
取
り

入
れ
て
も
ら
い
ま
す
。
原
則
的

に
は
血
圧
な
ど
の
薬
を
服
用
し

て
い
な
い
人
が
対
象
で
す
。
３

カ
月
後
に
血
圧
、
血
液
、
血
管

年
齢
な
ど
か
ら
効
果
を
確
認
し

ま
す
。

も
ち
ろ
ん
全
て
の
人
の
症
状

が
改
善
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
楽
し
く
継
続

で
き
る
特
性
は
強
み
で
す
。
実

際
に
取
り
入
れ
る
食
品
に
は
緑

茶
や
ナ
ッ
ツ
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、
次
回
は
そ
の
一
つ
「
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
」
の
効
果
を
紹
介
し

ま
す
。

（
循
環
器
内
科
医
）

嗜好品で症状緩和も

83

急性心筋梗塞が発症する遺伝的な危険因子として、摂取した

アルコールを分解する過程で欠かせないアルデヒド分解酵素

（ＡＬＤＨ２）の分解能力が低い遺伝子型が最も重要だと考え

られるそうです。熊本機能病院（熊本市北区）の水野雄二副院

長らの研究グループが突き止めました。お酒で赤くなる人は要

注意です。 （ 本文明）

｜
急
性
心
筋
梗
塞
は
ど
ん
な
病
気

で
す
か
。

「
急
性
心
筋
梗
塞
は
、
心
臓
を
取

り
囲
ん
で
心
筋
に
栄
養
を
送
っ
て
い

る
冠
動
脈
が
突
然
詰
ま
り
、
突
然
死

や
心
不
全
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
Ｗ

Ｈ
Ｏ
の
報
告
で
も
世
界
的
に
死
因
第

１
位
の
疾
患
で
す
」

｜
飲
酒
後
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
体
内

で
ど
の
よ
う
に
分
解
さ
れ
ま
す
か
。

「
ア
ル
コ
ー
ル
の
主
成
分
エ
タ
ノ

ー
ル
は
、
肝
臓
で
分
解
さ
れ
、
毒
性

を
持
つ
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
に
変
化

し
ま
す
。
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
速

や
か
に
分
解
す
る
た
め
に
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｈ

２
が
働
き
、
無
毒
の
酢
酸
ま
で
分
解

さ
れ
ま
す
」

｜
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｈ
２
は
、
ア
ル
デ
ヒ
ド

を
無
害
に
す
る
酵
素
な
の
で
す
ね
。

遺
伝
子
型
に
よ
っ
て
働
き
方
に
違
い

が
あ
る
の
で
す
か
。

「
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｈ
２
の
遺
伝
子
型
に
は
、

分
解
す
る
能
力
が
高
い
高
活
性
型

と
、
分
解
能
力
が
低
い
、
ま
た
は
ほ

と
ん
ど
な
い
不
活
性
型
が
あ
り
ま

す
。
世
界
で
は
珍
し
く
日
本
人
の
約

％
は
不
活
性
遺
伝
子
型
で
す
の

で
、
お
酒
に
弱
く
、
顔
が
赤
く
な
る

ア
ル
コ
ー
ル
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
症
候
群

の
人
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
」

｜
急
性
心
筋
梗
塞
と
の
関
連
は
、

ど
の
よ
う
に
解
明
し
た
の
で
す
か
。

「
当
院
ま
た
は
熊
本
大
病
院
を
受

診
し
た
急
性
心
筋
梗
塞
の
患
者
さ
ん

で
、
緊
急
冠
動
脈
ス
テ
ン
ト
術
で
詰

ま
っ
た
冠
動
脈
に
再
び
血
流
を
戻
す

こ
と
が
で
き
た
２
０
２
人
を
対
象
に

分
析
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち

例
に

つ
い
て
は
、
６
カ
月
目
の
冠
動
脈
造

影
時
に
冠か

ん

攣れ
ん

縮
し
ゅ
く

誘
発
試
験
を
行
い
、

心
電
図
の
変
化
な
ど
か
ら
冠
動
脈
の

異
常
収
縮
の
有
無
や
程
度
を
調
べ
ま

し
た
。
研
究
は
、
倫
理
委
員
会
の
承

認
と
、
患
者
さ
ん
の
同
意
を
得
て
進

め
ま
し
た
」

｜
結
果
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
は
。

「
患
者
さ
ん
の

％
に
不
活
性
遺

伝
子
型
が
見
ら
れ
、
日
本
人
の
割
合

を
上
回
り
ま
し
た
。
冠
動
脈
が
異
常

収
縮
し
心
筋
梗
塞
や
突
然
死
な
ど
を

招
く
冠
攣
縮
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
フ
ラ

ッ
シ
ン
グ
症
候
群
の
頻
度
が
高
い
こ

と
も
突
き
止
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
不

活
性
遺
伝
子
型
で
は
、
心
筋
障
害
が

大
き
く
な
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し

た
」｜

急
性
心
筋
梗
塞
の
発
症
に
、
Ａ

Ｌ
Ｄ
Ｈ
２
の
不
活
性
遺
伝
子
型
、
そ

し
て
、
冠
攣
縮
が
関
与
し
て
い
る
こ

と
が
明
確
に
な
っ
た
の
で
す
ね
。

「
今
回
の
研
究
で
、
欧
米
人
と
異

な
り
、
日
本
人
で
は
、
遺
伝
的
に
毒

性
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
分
解
す
る
能
力
が

低
く
冠
攣
縮
を
通
し
て
心
筋
梗
塞
に

至
る
方
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
方
は
、
心
筋
梗
塞

後
の
対
応
に
も
注
意
が
必
要
で
す
」

｜
毒
性
の
あ
る
ア
ル
デ
ヒ
ド
が
増

え
る
と
、
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
。

「
ア
ル
デ
ヒ
ド
が
蓄
積
し
て
い
く

と
、
血
管
の
内
皮
機
能
障
害
を
引
き

起
こ
し
、
冠
攣
縮
、
急
性
心
筋
梗
塞

な
ど
の
心
血
管
病
を
発
症
し
ま
す
。

ま
た
、
食
道
が
ん
、
肺
が
ん
、
咽
頭

が
ん
な
ど
多
く
の
が
ん
の
発
症
に
幅

広
く
関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
」｜

喫
煙
で
も
ア
ル
デ
ヒ
ド
が
増
え

る
の
で
す
か
。

「
た
ば
こ
の
煙
に
は
、
有
毒
な
ア

ル
デ
ヒ
ド
類
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
ア
ル
デ
ヒ
ド
類
は
、
喫
煙
者
が

直
接
吸
い
込
む
主
流
煙
よ
り
も
、
火

元
か
ら
出
る
副
流
煙
の
中
に
、
特
に

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

禁
煙
す
る
だ
け
で
な
く
、
受
動
喫
煙

も
避
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
体
質

を
超
え
た
飲
酒
に
も
注
意
が
必
要
で

す
」

熊
本
機
能
病
院
副
院
長

水
野

雄
二
さ
ん
に
聞
く

急性心筋梗塞を起こした 代男性の症例。

造影検査で右冠動脈に、血栓の付着が確認

された（矢印の部分）。男性は飲酒で顔が

赤くなるヘビースモーカーだった。治療や

生活指導を受け、無事に退院。経過は順調

という（水野雄二医師提供）

◇
み
ず
の
・
ゆ
う
じ

熊
本
大
医
学
部
卒
。
専

門
は
、
心
不
全
、
虚
血
性
心
疾
患
、
高
血
圧
、
冠

動
脈
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
な
ど
。
日
本
高
血
圧
学
会

指
導
医
、
日
本
循
環
器
学
会
専
門
医
。

歳
。

慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈
慈

急性心筋梗塞 飲酒で赤くなる人注意
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